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フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

と
い
う
人
物
を
知
ら
な
い
人
は
い
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
彼
女
は
1
8
5

3
年
ク
リ
ミ
ア
戦
争
が
勃
発
す
る
と

自
ら
志
願
し
て
従
軍
し
、
そ
の
働
き

ぶ
り
か
ら「
ク
リ
ミ
ア
の
天
使
」と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
看
護
師
を「
白
衣
の
天
使
」と
呼
ぶ
の
は
、
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
彼
女
は
近
代
看
護
教
育
の
生
み
の
親

で
も
あ
り
、
多
く
の
著
書
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
金
井
一
薫

氏
と
い
う
人
が
、
彼
女
の
思
想
を
基
盤
と
し
て
K
O
M
I
理
論
を
提

唱
し
ま
し
た
。
金
井
氏
は
、「
ケ
ア（
看
護
・
介
護
）と
は
、
生
活
に
か

か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
創
造
的
に
、
健
康
的
に
整
え
る
と
い
う
援

助
行
為
を
通
し
て
、
小
さ
く
な
っ
た
、
あ
る
い
は
小
さ
く
な
り
つ
つ
あ

る
生
命（
力
）の
幅
を
広
げ
、
ま
た
は
今
以
上
の
健
康
の
増
進
と
助
長

を
目
指
し
て
、
そ
の
人
の
持
て
る
力
が
最
大
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、

生
活
の
自
立
と
そ
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
あ
る
」と
述
べ
て
い

ま
す
。
療
養
病
棟
で
は
こ
の
K
O
M
I
理
論
に
基
づ
い
て
、
疾
病
に

よ
っ
て
小
さ
く
な
っ
た
患
者
様
の
生
命
の
幅
を
最
大
限
に
広
げ
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
？
こ
の
患
者
様
に
と
っ
て
持
て
る
力
と

は
何
だ
ろ
う
？
と
考
え
な
が
ら
、
生
活
の
自
立
に
向
け
て
、
食
事
・

排
泄
・
清
潔
を
中
心
と
し
た
日
常
生
活
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
20
〜
30
年
の
間
に
日
本
の
高
齢
化
率
は
急
速
に
上
昇
し
、
家

族
の
介
護
力
低
下
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
療
養
病
棟
は
、

あ
る
程
度
治
療
が
終
了
し
て
も
ま
だ
も
う
少
し
療
養
が
必
要
な
患
者

様
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
が
、
平
均
年
齢
は
80
歳
前
後
で
す
。
自
宅

退
院
さ
れ
る
患
者
様
に
対
し
て
は
、
ご
家
族
が
介
護
疲
れ
の
な
い
よ

う
に
介
護
保
険
を
駆
使
し
て
社
会
資
源
を
十
分
活
用
で
き
る
よ
う
援

助
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ご
挨
拶

5
病
棟
（
療
養
病
棟
）
師
長
　
冨
田
　
雪
子

10月7日医学看護教育セミナーが開催されました



医事課は、その日、病院に来られた

時と帰られる際に必ず、患者様と顔を

合わせる場所となります。

主な業務は診療受付のお手伝いや

お支払い、診断書等の文書依頼等、多

岐に渡ります。診療以外の患者様のお

手伝い全般をさせていたただく部門

とご理解下さい。

さて、皆様ご存知の事も在るかとは

思いますが、高齢者自己負担金率の変

更や、障害者自立支援法の制定、医療

費計算の基礎となる診療報酬点数の

改定など医療費を取り巻く環境は激

変しています。病院に勤める私たちで

さえ戸惑いを覚えるほどです。そのた

め、より複雑化する医療制度に対応す

るため、患者様と出来る限りFace to

Faceの対応が出来るよう、窓口スタッ

フの人員を増やし、受付レイアウトを

変え、より丁寧な説明ができますよう

努めております。まだまだ、皆様のご

期待に添えないことも多くあるとは思

いますが、宜しくお願い致します。

また、窓口で「保険確認をお願いし

ます」とそれこそ、鸚鵡
オウム

のように繰り

返し説明しておりますが、市町村合併

や制度変更により思いもよらず保険証

が変わっている場合が多く見受けられ

ます。お手間でしょうが、今後とも月

1回の保険確認へのご協力を宜しくお

願いいたします。



TEL：0778-51-2260 FAX：0778-52-8620
ホームページ：http://www.tannan-hp.jp/

TEL：0778-51-5234 FAX：0778-51-8242
福祉車両による送迎も行っております。

公立丹南病院

通所リハビリセンター

アイ・シーなごみの里

〒916-8515 福井県鯖江市三六町1丁目2-31

公 立 丹 南 病 院● ●

TEL：0778-52-2050 FAX：0778-52-2151
介護保険のことなら、なんでもご相談ください。
（車椅子・ベットのレンタル、住宅改修など）

TEL：0778-52-2050 FAX：0778-52-2151
ご本人だけでなく、支えているご家族もサポートします。

公立 丹南病院
居宅介護支援事業所

公立 丹南病院
訪問看護ステーション

〒916-0021 福井県鯖江市三六町1-3-16-106
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在宅サービス部の主な業務は、病気や障害を
持ちながら自宅で生活している方々を対象に、
医療機関や福祉関連事業所と連携をとりつつ、
利用者とその家族の方々を支援することです。
外見は小さな事務所ですが、「公立丹南病院居
宅介護支援事業所」と「公立丹南病院訪問看護
ステーション」の二つの看板を揚げ、病院と在宅
をつなぐ拠点となるべき役割を担っております。
「居宅介護支援事業所」は、「介護保険」を利
用して、在宅で生活していくためのサービスを
計画・提供します。介護保険の申請も行います。
介護保険に関するすべてのことは、この事業
所で行いますのでご利用ください。当事業所
でその役割を担っているのは、2名の介護支援

専門員（ケアマネジャー）です。
「訪問看護ステーション」は主治医の指示をう
け、看護師がご自宅に訪問し入院中に受けたケ
アを提供します。公立丹南病院に併設している事
を生かし、入院から在宅へ看護が継続できるよ
うに努めております。又、主治医と連携し、24時
間の連絡体制の充実を図り、対応に努めており
ます。現在では、他の病院・事業所からの紹介も
多くなってきております。訪問看
護師は管理者を含め3名と事務
職１名が協力し、日々3台の車で
走り回っております。医療保険・
介護保険、どちらでも利用でき
ますのでご相談ください。


